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強震観測点（●NIED,JMA●自治体），被害調査地区（　）と調査ルート（→）	



大津町役場（震度6強)	

・1969年竣工	
・外壁にクラック＋柱の剪断破壊	
・報道では内部（天井落下など）に
も被害	
→　使用停止。	
　　周辺公共施設で窓口対応	

↑入口	 周辺建物の被害↑	



西原村役場（震度7)	

・1987年竣工	
・外観からは特に被害は見当たらない	
・中庭に震度計	
・北側の中学校が避難所	
・周辺の古い木造建物には被害	

周辺建物の状況	



• 益城町の記録の振幅は前震・本震とも兵庫
県南部地震，新潟県中越地震の被害甚大
地区の記録に匹敵	
• 西原村役場も益城町の次に大きい	

過去の内陸地震被災域の記録との比較	



南阿蘇村　河陽地区 

木造建物の悉皆調査 



簡易版の悉皆調査の調査方法	

【目的と注意点】	
　建物の危険度や被災度を調査する方法として，応急危険度判定や罹災証
明のための建物被災度判定調査がある．今回実施したのは，日本建築学会
が行っている悉皆調査を基に実施している．これは，外観目視調査が中心の
調査である．建物内部を見ない関係で，罹災証明のための建物被災度判定
調査とは結果が異なることをあらかじめご了承をお願い致します．	
　悉皆調査は，ある地域の全数調査を行い，建物の被害率を出すものである．
これは，建物が修復や壊される前に行う調査で，迅速性が必要な調査である．
また，今回実施したのは，後述の調査票を使用せず，現場調査と写真から判
定したものである．また，判定は，「倒壊」もしくは「倒壊に近い全壊」のみを半
判定している．	



調査票	
①建物の被災度	
②応急危険度判定結果	
③建物用途	
④構造種別	
⑤建物階数	
⑥ピロティの有無	
⑦瓦屋根の被害	
⑧地盤変状	
⑨基礎被害	
⑩建築年	
⑪増築情報	
⑫杭基礎の有無	



木造建物の破壊パターン	

岡田成幸，高井伸雄：地震被害調査のための建物分類と破壊パターン,日本建築
学会構造系論文報告集,第524号,pp.65-72,1999年10月 	



国土地理院：hGp://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H27-kumamoto-earthquake-index.html	

調査地域（この中の3分の1を調査）	



Google	street	View	2013.11	

木造建物	
1層崩壊	



木造建物	
（ピロティー構造）	
1層崩壊	

Google	street	View	2013.11	



断層直上の建物（半壊から全壊？）	



倒壊を免れた建物	



○倒壊・全壊：22棟　○それ以外：16棟　○判定できない：1棟　	

調査建物の約6割弱が「倒壊もしくは倒壊に近い全壊」	
※南阿蘇村河陽周辺全域を調べなければ，本当の被害率は出せない　	

個人宅が特定できないように黒塗りにしている	



益城町　益城町文化会館周辺 



国土地理院	
hGp://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H27-kumamoto-earthquake-index.html	

4月15日撮影	
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4月24日撮影	

繰り返しの地震動によって建物が倒壊した例	
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繰り返しの地震動によって建物が倒壊した例	



まとめ	

○繰り返し地震による建物倒壊	
　宮城県北部地震や東日本大震災でも繰り返しの地震動で建物が倒壊した例がある．
1回の地震動に耐えても次の地震によって倒壊に持ってかれる危険性がある．	
	

○1981年以前の建物被害に被害が集中	
　既存不適格建物の被害集中した．また，瓦屋根被害（土葺き瓦屋根）などの昔なが
らの工法で頭が重い建物の被害が集中した．あと，間口が広い建物やピロティ構造の
建物にも被害が集中している．	
	

○宅地被害（地盤変状）による建物被害	
　現在の建築基準法を満たした建物であっても，液状化，地滑り，擁壁崩壊などにより，
基礎からやられてしまう被害が見られた．	
	

○南阿蘇村河陽地区の倒壊率	
　調査建物に限定しての話しだが，南阿蘇村の倒壊率は，阪神淡路大震災の東灘区，
新潟県中越地震の川口町の被害より被害が格段に大きい．	



応急危険度判定の注意点	



応急危険度判定の注意点	


